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研究背景：野菜の生産現状について

グループ演習 第6班 主要野菜の生産量及び消費量低下の要因分析

265.9

149

242.1 233.5 232.1 245.4 246
271.8

304.8 300.6

0

50

100

150

200

250

300

350

400

平均値 1～6歳 7～14歳 15～19歳20～29歳30～39歳40～49歳50～59歳60～69歳70歳以上

(g/日)

350g

野菜は，豊富な栄養素が含まれ，健康な生活を送る上で重要．
近年，若年層を中心に，摂取目標量である1人1日当たり350gを大きく
下回っている．（左図）
野菜の作付面積・出荷量のいずれも減少傾向にある．（右図）

出典：農林水産省「野菜生産出荷統計」出典：厚生労働省「平成28年国民健康・栄養調査」
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主要野菜における生産水準の推移
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研究背景：野菜の生産現状について
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販売農家戸数推移

年(平成)

出典：農林水産省「農家に関する統計」

経営耕地面積が30a以上又は
農産物販売金額が50万円以上の農家

販売農家戸数は線形的に減少

野菜の生産量減少の一因か

販売農家

研究背景：野菜の生産現状について
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研究背景：野菜の消費現状について
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出典：総務省「家計調査」（農林漁家世帯を除く2人以上の世帯）

野菜の主要品目別1人当たり年間購入
量の推移をみると，キャベツや玉ね
ぎは増加傾向にある一方で，大根は
減少の傾向が顕著である．

出典：濱田亮治・和泉真理：食料消費の変動分析―新たな販路開
拓、市場創出にむけて
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既往研究から，
・年代が若くなるほど，野菜喫
食頻度が低い人の割合が多い．
・外食の利用が多いほど，野菜
を食べる量が少ない傾向とな
る．
・野菜を購入する際に重視する
点については “価格重視”の姿勢
が強まっている．
・高齢者世帯の食料消費の特徴
として、野菜への支出額が多い
ことも他の世帯に比べて高い支
出額をもたらしている．

野菜消費量の着目点

・世帯構成

・食の外部化

・野菜の卸売価格

・高齢者世帯



研究背景：だいこんについて
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・だいこんにおける収穫量と出荷量の推移
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資料：農林水産省「野菜生産出荷統計」

○だいこんの収穫量と出荷量の推移を見ると, 近年減少傾向で推移している．
○だいこん漬の支出金額と購入数量も減少傾向で推移している．だいこんが低下
した主な背景としては, 漬物を始めとする需要の減退等の影響が考えられる．
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・だいこん漬における１世帯当たり
支出金額, 購入数量の推移



研究の目的

野菜における生産動向と消費動向の正確な状況把握により

現存する問題点を明らかにする

研究目的：野菜の生産量，消費量の減少に影響する要因を明らかにする

様々な観点からアプローチ：

• 相関分析：多指標データを用い，関数間の相関から要因を分析

• k-means法，スペクトル解析

• 因子分析

グループ演習 第6班 主要野菜の生産量及び消費量低下の要因分析

野菜卸売量データを用いた分析
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相関分析

グループ演習 第6班 主要野菜の生産量及び消費量低下の要因分析

• だいこん作付面積、収穫量、出荷量
• だいこん輸入額、輸入量
• 65歳以上の者のいる世帯数及び構成

割合
• 外食率、食の外部化率

• 2015年を100とした消費者物価指数
• だいこん卸売数量、価額、価格
• だいこん購入金額、数量、価格

(2005年~2015年)

• 「大根の作付面積、収量、出荷量」、「65歳以上の者のいる世帯数及び構成
割合」、「外食化、食の外部化率」：

 互いに相関が大きい傾向にある

 だいこん輸入額、輸入量とは相関係数が小さい傾向にある

• 「だいこんの購入金額」：
 いずれの項目との相関も低い傾向にある(相関係数0.58以下)

 特に「だいこん輸入額、輸入量」、「卸売価格」との相関係数が低い

2018.10.19 9/16



クラスタリング(k-means法)

グループ演習 第6班 主要野菜の生産量及び消費量低下の要因分析

• 2003年から2016年の青果物卸売市場調査の
だいこんの卸売数量

• 各都道府県が各月で平均化
• 平均0分散1に正規化
• k-meansを用いてクラスタ数3 で分割

• クラスター1：
年間を通して生産量が少ないため，変動が
少ない都道府県

• クラスター2, 3：
生産量が多い都道府県

• クラスター2：
冬季から春季に生産量の多い都道府県

• クラスター3：
夏季に生産量が多い都道府県

2018.10.19 10/16

k-meansによる分割結果

クラスター重心



スペクトル解析

グループ演習 第6班 主要野菜の生産量及び消費量低下の要因分析

• 2003年から2016年の青果物卸売市場調査
• 前述のクラスターごとに平均化、また全体

平均でも分析
• 平均0分散1に正規化

• 周波数1(年)がどのクラスターでも見られる
→ 季節性との関連

• 全体平均では周波数２(半年)も見られる
→ だいこんの卸売数量は半年ごとに

ピークが発生

クラスター1のスペクトル解析

クラスター２のスペクトル解析

クラスター３のスペクトル解析全体平均のスペクトル解析

2018.10.19 11/16



因子分析及び階層的クラスター分析による
各生産地の性質の分析

分析目的：減少傾向の地域的な偏りについての要因を明らかに
• 各生産地によって，近年のだいこん出荷量変化の傾向が異なる

• 地域による相違性から，減少の要因は地域によって異なる可能性

• 本分析では，各生産地の卸売数量と卸売先に着目

グループ演習 第6班 主要野菜の生産量及び消費量低下の要因分析

青果物卸売市場調査：全国卸売市場の数量と価格の調査データ

北海道 東北 関東 北陸 東海 近畿 中国 四国 九州
北　海　道 17696 1187 47784 1655 7828 29793 4381 3342 8551
青　　　森 318 33187 40429 1249 10271 11756 441 1680 4975
岩　　　手 5 3075 1782 8 74 3376 130 22 5
宮　　　城 0 673 150 0 0 49 73 0 1
秋　　　田 0 201 3 0 0 29 0 0 0
山　　　形 0 631 209 5 9 3 5 0 0
福　　　島 0 159 30 0 0 0 0 0 0
茨　　　城 1354 928 11419 178 159 215 4 3 0
栃　　　木 71 894 4413 12 5 141 1 0 0
群　　　馬 83 38 7710 10 35 120 263 1286 38

・
・
・

卸売市場（観測変数）

・
・
・

※単位：t

生産地
（観測対象）

2018.10.19 12/16

出典：農林水産省「青果物卸売市場調査」



因子分析による因子負荷量の算出

因子負荷：観測変数が共通因子から受ける影響の程度の指標

グループ演習 第6班 主要野菜の生産量及び消費量低下の要因分析

第１因子の因子負荷量 第２因子の因子負荷量

共通因子の解釈

• 第１因子：主に東日本への卸売数量を現す

• 第２因子：主に西日本への卸売数量を現す

2018.10.19 13/16



因子分析による因子得点の算出

因子得点：観測対象が共通因子から受ける影響の程度の指標

グループ演習 第6班 主要野菜の生産量及び消費量低下の要因分析

各生産地の因子得点散布図

第１因子

第
２
因
子

クラスター１

クラスター３

クラスター４

クラスター２
クラスター１クラスター２

クラスター４ クラスター３

東日本への卸売数量が多い傾向

西
日
本
へ
の
卸
売
数
量
が
多
い
傾
向

東日本へ卸売:少

西日本へ卸売:多

東日本へ卸売:多

西日本へ卸売:多

東日本へ卸売:多

西日本へ卸売:少

東日本へ卸売:少

西日本へ卸売:少

各クラスターの解釈

※分類には階層的クラスター分析を用いた
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分類された各クラスターの出荷量の傾向

グループ演習 第6班 主要野菜の生産量及び消費量低下の要因分析

各クラスターの出荷量変化の傾向を読み取る
• 各クラスターに含まれる都道府県の出荷量の和を算出し，正規化

• 区間を３年とした単純移動平均を算出

※出荷量には作況調査[1]のデータを用いた

増加傾向

減少傾向
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まとめ

目的：野菜の生産量，消費量に影響する要因を明らかにする

各分析からわかったこと
• 相関分析より，だいこんの消費量，生産量，65歳以上の者のいる
世帯，消費者物価指数は互いに相関が強い

• k-means法により，出荷時期による分類が可能であることがわか
り，またスペクトル解析の結果から卸売数量は１年周期で変化す
ることから，季節性との関係が推察された

• 因子分析の結果から，卸売先の傾向が，近年の出荷量減少に関係
していると考えることができた

今後の課題
• 地域による天候や人口構成などの相違性を考慮し，これらの観点から分析
を進めることが必要

• さらに野菜の生産量，消費量に影響する要因分析を進め，供給体制側の課
題を明らかにすることが必要

グループ演習 第6班 主要野菜の生産量及び消費量低下の要因分析 2018.10.19 16/16
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付録：相関分析結果詳細
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経過年数(年)だいこん作付面積(ha)だいこん収穫量(t)だいこん出荷量(t)だいこん輸入額(万円)だいこん輸入量(t)単独世帯(千世帯)夫婦のみの世帯(千世帯)親と未婚の子のみの世帯(千世帯)三世代世帯(千世帯)その他の世帯(千世帯)65歳以上の者がいる世帯(千世帯)単独世帯(%)夫婦のみの世帯(%)親と未婚の子のみの世帯(%)三世代世帯(%)その他の世帯(%)一般世帯数(千人)全世帯に占める65歳以上の者がいる世帯の割合(%)外食率(%) 食の外部化率(%)消費者物価指数(2015年を100とする)卸売数量(t)卸売価額(千円)卸売価格(円/kg)購入金額(円/年)購入数量(g/年)購入価格(円/100g)

経過年数(年) 1 0.994018 0.957073 0.957073 0.39918 0.193185 0.942906 0.934736 0.972644 0.93793 0.834844 0.927977 0.883541 0.843661 0.923702 0.978515 0.429058 0.775668 0.965684 0.888615 0.828673 0.736008 0.916647 0.055056 0.587804 0.306196 0.842515 0.70717

だいこん作付面積(ha) 0.994018 1 0.948443 0.948443 0.37005 0.230444 0.920011 0.916095 0.96978 0.949857 0.839911 0.909048 0.872155 0.830244 0.943823 0.9816 0.386697 0.758128 0.94842 0.87433 0.815988 0.710016 0.932421 0.096755 0.567387 0.358076 0.838718 0.674472

だいこん収穫量(t) 0.957073 0.948443 1 1 0.419911 0.116278 0.887765 0.8603 0.910378 0.921947 0.773597 0.856432 0.85826 0.7042 0.885569 0.959566 0.389006 0.679279 0.907591 0.952062 0.909442 0.819731 0.915243 0.084141 0.702617 0.308779 0.919086 0.782604

だいこん出荷量(t) 0.957073 0.948443 1 1 0.419911 0.116278 0.887765 0.8603 0.910378 0.921947 0.773597 0.856432 0.85826 0.7042 0.885569 0.959566 0.389006 0.679279 0.907591 0.952062 0.909442 0.819731 0.915243 0.084141 0.702617 0.308779 0.919086 0.782604

だいこん輸入額(万円) 0.39918 0.37005 0.419911 0.419911 1 0.79772 0.344303 0.3607 0.310189 0.350914 0.341398 0.332702 0.261109 0.345378 0.220538 0.343996 0.017089 0.330504 0.309626 0.387615 0.292309 0.620717 0.289049 0.521405 0.582144 0.15885 0.601721 0.715463

だいこん輸入量(t) 0.193185 0.230444 0.116278 0.116278 0.79772 1 0.242096 0.241034 0.304269 0.199708 0.193298 0.262313 0.297204 0.207139 0.34613 0.249994 0.257681 0.216059 0.280866 0.072506 0.128753 0.242765 0.240322 0.620891 0.289791 0.306177 0.16811 0.340045

単独世帯(千世帯) 0.942906 0.920011 0.887765 0.887765 0.344303 0.242096 1 0.987442 0.95768 0.843003 0.807813 0.981386 0.941199 0.906436 0.815482 0.931684 0.582055 0.910887 0.984535 0.768419 0.70748 0.727411 0.801701 0.026788 0.578381 0.039264 0.715389 0.727266

夫婦のみの世帯(千世帯) 0.934736 0.916095 0.8603 0.8603 0.3607 0.241034 0.987442 1 0.971978 0.802754 0.859185 0.996825 0.8944 0.904987 0.826961 0.911751 0.528285 0.936306 0.981971 0.731799 0.670473 0.681126 0.795792 0.013322 0.54376 0.062422 0.685604 0.687503

親と未婚の子のみの世帯(千世帯) 0.972644 0.96978 0.910378 0.910378 0.310189 0.304269 0.95768 0.971978 1 0.8645 0.900594 0.974964 0.871007 0.841868 0.923783 0.953834 0.418858 0.860679 0.985072 0.810179 0.75794 0.644527 0.876525 0.130869 0.509373 0.282782 0.745794 0.623884

三世代世帯(千世帯) 0.93793 0.949857 0.921947 0.921947 0.350914 0.199708 0.843003 0.802754 0.8645 1 0.672661 0.780469 0.893455 0.774256 0.888523 0.966037 0.39089 0.615941 0.846124 0.880317 0.817135 0.723969 0.911707 0.062803 0.576484 0.359141 0.856103 0.687744

その他の世帯(千世帯) 0.834844 0.839911 0.773597 0.773597 0.341398 0.193298 0.807813 0.859185 0.900594 0.672661 1 0.883144 0.646504 0.676655 0.8619 0.809951 0.050783 0.808719 0.866093 0.651743 0.588436 0.494965 0.809192 0.192902 0.4134 0.375043 0.674394 0.498283

65歳以上の者がいる世帯(千世帯) 0.927977 0.909048 0.856432 0.856432 0.332702 0.262313 0.981386 0.996825 0.974964 0.780469 0.883144 1 0.874075 0.879064 0.831834 0.901754 0.497743 0.937336 0.985575 0.727156 0.670099 0.656064 0.791323 0.038556 0.52276 0.09066 0.673912 0.65865

単独世帯(%) 0.883541 0.872155 0.85826 0.85826 0.261109 0.297204 0.941199 0.8944 0.871007 0.893455 0.646504 0.874075 1 0.854757 0.778226 0.92713 0.631818 0.812588 0.894987 0.762823 0.709105 0.727269 0.779222 0.052687 0.585916 0.028405 0.707153 0.722695

夫婦のみの世帯(%) 0.843661 0.830244 0.7042 0.7042 0.345378 0.207139 0.906436 0.904987 0.841868 0.774256 0.676655 0.879064 0.854757 1 0.685346 0.816063 0.6033 0.864804 0.8668 0.559073 0.474695 0.637075 0.700057 0.002261 0.473163 0.099058 0.562143 0.649328

親と未婚の子のみの世帯(%) 0.923702 0.943823 0.885569 0.885569 0.220538 0.34613 0.815482 0.826961 0.923783 0.888523 0.8619 0.831834 0.778226 0.685346 1 0.92713 0.210606 0.672831 0.871547 0.860964 0.830627 0.576654 0.95761 0.220047 0.492339 0.57763 0.806599 0.521065

三世代世帯(%) 0.978515 0.9816 0.959566 0.959566 0.343996 0.249994 0.931684 0.911751 0.953834 0.966037 0.809951 0.901754 0.92713 0.816063 0.92713 1 0.398553 0.757823 0.939593 0.880603 0.817304 0.725915 0.928344 0.079201 0.583073 0.313135 0.843668 0.704419

その他の世帯(%) 0.429058 0.386697 0.389006 0.389006 0.017089 0.257681 0.582055 0.528285 0.418858 0.39089 0.050783 0.497743 0.631818 0.6033 0.210606 0.398553 1 0.51885 0.500844 0.349495 0.378662 0.509276 0.215941 0.33771 0.41655 0.460748 0.198346 0.471122

一般世帯数(千人) 0.775668 0.758128 0.679279 0.679279 0.330504 0.216059 0.910887 0.936306 0.860679 0.615941 0.808719 0.937336 0.812588 0.864804 0.672831 0.757823 0.51885 1 0.881642 0.503699 0.448641 0.596738 0.623892 0.084212 0.50313 0.141606 0.515517 0.627361

全世帯に占める65歳以上の者がいる世帯の割合(%) 0.965684 0.94842 0.907591 0.907591 0.309626 0.280866 0.984535 0.981971 0.985072 0.846124 0.866093 0.985575 0.894987 0.8668 0.871547 0.939593 0.500844 0.881642 1 0.802131 0.748385 0.682066 0.838799 0.06358 0.533859 0.178503 0.730992 0.663874

外食率(%) 0.888615 0.87433 0.952062 0.952062 0.387615 0.072506 0.768419 0.731799 0.810179 0.880317 0.651743 0.727156 0.762823 0.559073 0.860964 0.880603 0.349495 0.503699 0.802131 1 0.984056 0.770759 0.883944 0.093901 0.683795 0.438963 0.922827 0.712463

食の外部化率(%) 0.828673 0.815988 0.909442 0.909442 0.292309 0.128753 0.70748 0.670473 0.75794 0.817135 0.588436 0.670099 0.709105 0.474695 0.830627 0.817304 0.378662 0.448641 0.748385 0.984056 1 0.742428 0.846051 0.128853 0.688465 0.456471 0.880666 0.659891

消費者物価指数(2015年を100とする) 0.736008 0.710016 0.819731 0.819731 0.620717 0.242765 0.727411 0.681126 0.644527 0.723969 0.494965 0.656064 0.727269 0.637075 0.576654 0.725915 0.509276 0.596738 0.682066 0.770759 0.742428 1 0.712831 0.610021 0.959879 0.115979 0.877596 0.980178

卸売数量(t) 0.916647 0.932421 0.915243 0.915243 0.289049 0.240322 0.801701 0.795792 0.876525 0.911707 0.809192 0.791323 0.779222 0.700057 0.95761 0.928344 0.215941 0.623892 0.838799 0.883944 0.846051 0.712831 1 0.064175 0.637558 0.491451 0.888718 0.654724

卸売価額(千円) 0.055056 0.096755 0.084141 0.084141 0.521405 0.620891 0.026788 0.013322 0.130869 0.062803 0.192902 0.038556 0.052687 0.002261 0.220047 0.079201 0.33771 0.084212 0.06358 0.093901 0.128853 0.610021 0.064175 1 0.725724 0.585514 0.282226 0.624509

卸売価格(円/kg) 0.587804 0.567387 0.702617 0.702617 0.582144 0.289791 0.578381 0.54376 0.509373 0.576484 0.4134 0.52276 0.585916 0.473163 0.492339 0.583073 0.41655 0.50313 0.533859 0.683795 0.688465 0.959879 0.637558 0.725724 1 0.116806 0.82543 0.930555

購入金額(円/年) 0.306196 0.358076 0.308779 0.308779 0.15885 0.306177 0.039264 0.062422 0.282782 0.359141 0.375043 0.09066 0.028405 0.099058 0.57763 0.313135 0.460748 0.141606 0.178503 0.438963 0.456471 0.115979 0.491451 0.585514 0.116806 1 0.344311 0.208039

購入数量(g/年) 0.842515 0.838718 0.919086 0.919086 0.601721 0.16811 0.715389 0.685604 0.745794 0.856103 0.674394 0.673912 0.707153 0.562143 0.806599 0.843668 0.198346 0.515517 0.730992 0.922827 0.880666 0.877596 0.888718 0.282226 0.82543 0.344311 1 0.845903

購入価格(円/100g) 0.70717 0.674472 0.782604 0.782604 0.715463 0.340045 0.727266 0.687503 0.623884 0.687744 0.498283 0.65865 0.722695 0.649328 0.521065 0.704419 0.471122 0.627361 0.663874 0.712463 0.659891 0.980178 0.654724 0.624509 0.930555 0.208039 0.845903 1

• 「大根の作付面積、収量、出荷量」、「65歳以上の者のいる世帯数及び構成
割合」、「外食化、食の外部化率」：

 互いに相関が大きい傾向にある
 だいこん輸入額、輸入量とは相関係数が小さい傾向にある

• 「だいこんの購入金額」：
 いずれの項目との相関も低い傾向にある(相関係数0.58以下)
 「だいこん輸入額、輸入量」、「卸売価格」との相関係数が比較的低い
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付録：だいこん漬の年間消費量の推移
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 だいこん
 はくさい
 なす
 きゅうり

生産量は長期的に低下傾向

これらの品目が低下した主な
背景としては，漬物を始めと
する需要の減退等の影響が考
えられる

出典：農林水産省(2012)



付録：だいこんの卸売数量のデータ
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出典：農林水産省、「青果物卸売市場調査」

都道府県を1つのデータ点とし、月ごとに平均化

これらを都道府県ごと(横軸)で平均0分散1に正規化
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付録：だいこんの卸売数量のデータ

k-means法のクラスタ数推定の際の

階層的クラスタリング(ward法)の一例


